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大
塚
千
紗
子
著
『
日
本
霊
異
記
の
罪
業
と
救
済
の
形
象
』冨

樫
　
進

　
　
　

一

　

大
塚
千
紗
子
（
以
下
「
筆
者
」）『
日
本
霊
異
記
の
罪
業
と
救
済
の
形
象

（
以
下
、
本
書
）』
は
、
筆
者
が
平
成
二
十
七
年
に
國
學
院
大
學
に
提
出
し

た
博
士
学
位
論
文
を
基
に
、
執
筆
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
。

　

本
書
は
、『
日
本
霊
異
記
（
以
下
『
霊
異
記
』）』
を
「
罪
業
に
起
因
す

る
仏
教
的
因
果
に
つ
い
て
、
人
間
の
自
己
認
識
を
根
幹
に
据
え
た
書
物
」

で
あ
る
と
規
定
し
た
う
え
で
、
罪
業
の
諸
相
、
な
ら
び
に
罪
業
か
ら
の
超

克
と
救
済
を
も
た
ら
す
信
仰
・
信
心
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て
論
じ
た「
罪

業
の
形
象
」（
第
一
部
）
と
、
聖
人
（
聖
徳
太
子
・
行
基
・
舎
利
菩
薩
）

の
表
象
に
つ
い
て
論
じ
た
「〈
聖
人
伝
〉
の
形
象
」（
第
二
部
）
と
い
う
二

つ
の
分
析
視
覚
に
即
し
て
、
作
品
論
的
観
点
か
ら
『
霊
異
記
』
の
読
み
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
書
の
内
容
を
評
者
な
り
に
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

〔
書
評
〕
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二

　

序
章
「『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
罪
業
観
と
救
済
の
構
造
」
で
は
、『
霊

異
記
』
説
話
を
分
析
す
る
際
に
「
罪
の
意
識
の
有
無
や
重
要
性
」
を
重
視

す
る
と
い
う
立
場
に
基
づ
き
、「『
霊
異
記
』
は
罪
業
に
お
け
る
自
己
認
識

を
起
因
と
し
て
、
救
済
の
方
法
と
、
救
済
の
象
徴
た
る
聖
人
の
姿
と
を
説

話
内
に
形
象
す
る
の
で
あ
る
」（
一
六
頁
）
と
い
う
筆
者
の
認
識
を
明
示

し
た
の
ち
、
第
一
部
・
第
二
部
各
章
段
の
梗
概
を
述
べ
る
。

　

第
一
部
第
一
章
「
狐
妻
説
話
に
お
け
る
主
題
―
―
愛
欲
の
表
現
と
異
類

婚
姻
譚
―
―
」
は
、
上
巻
第
二
縁
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。
筆
者
に
よ
る

と
、『
霊
異
記
』
編
纂
者
・
景
戒
は
漢
籍
に
淵
源
を
有
す
る
〈
妖
艶
な
女
性
〉

と
し
て
の
狐
の
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
狐
に
向
け
ら
れ
た
男
の
恋
情
を
邪

淫
と
し
て
断
罪
す
る
一
方
、
欲
望
を
捨
て
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
の

性
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
よ
う
と
し
た
、
と
述
べ
る
。

　

第
二
章
「
狐
妻
説
話
に
お
け
る
恋
歌
―
―
「
窈
窕
裳
襴
引
逝
也
」
と
の

関
連
を
通
し
て
―
―
」
は
第
一
章
を
承
け
、
去
り
ゆ
く
狐
に
向
け
ら
れ
た

男
の
恋
歌
が
上
巻
第
二
縁
の
主
題
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
論
じ

る
。
漢
籍
と
の
表
現
比
較
に
加
え
、「
は
ろ
か
に
」
と
い
う
本
縁
当
該
歌

独
特
の
表
現
と
『
万
葉
集
』『
古
事
記
』
に
み
え
る
類
語
の
用
例
と
の
比

較
検
討
を
通
じ
て
、
仏
教
的
に
は
断
罪
さ
れ
る
べ
き
異
類
へ
の
愛
欲
を
必

ず
し
も
排
除
し
な
い
、『
霊
異
記
』
独
自
の
態
度
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
「「
愛
心
深
入
」
に
お
け
る
女
の
因
業
」
は
、
中
巻
第
四
十
一

縁
を
主
題
と
す
る
。
筆
者
は
、
蛇
と
の
交
合
に
よ
る
娘
の
心
神
喪
失
の
状

態
を
示
す
「
我
意
如
夢
」
と
い
う
表
現
を
重
視
し
、
一
旦
は
夢
の
な
か
で

仏
に
値
遇
し
な
が
ら
も
、〈
愛
心
〉
と
い
う
前
世
か
ら
の
悪
因
の
ゆ
え
に

因
縁
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
娘
の
救
済
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と

説
明
す
る
。

　

第
四
章
「
婬
泆
な
る
慈
母
―
―
子
の
孝
養
に
お
け
る
救
済
―
―
」
は
、

下
巻
第
十
六
縁
が
中
心
と
な
る
。
儒
教
的
孝
養
思
想
や
そ
の
影
響
下
に
成

立
し
た
偽
経
典
の
思
想
を
重
視
す
る
『
霊
異
記
』
で
は
、〈
来
訪
者
〉
寂

林
の
介
在
が
契
機
と
な
り
、
淫
奔
の
末
に
息
子
へ
の
授
乳
を
怠
っ
た
母
親

の
罪
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
息
子
主
宰
の
追
善
供
養
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
縁
に
お
い
て
も
ま
た
、
邪
淫
や
愛
欲
を
タ
ブ
ー
と
す
る

仏
教
的
倫
理
観
の
中
に
在
り
な
が
ら
、人
間
の
本
質
的
欲
求
を
直
視
す
る
、

『
霊
異
記
』
独
自
の
態
度
が
窺
え
る
と
い
う
事
実
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

　

第
五
章
「
盲
目
説
話
の
感
応
と
形
象
―
―
古
代
東
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る

信
仰
と
奇
瑞
―
―
」
で
は
、
下
巻
第
十
一
縁
が
論
じ
ら
れ
る
。
筆
者
に
よ

れ
ば
、〈
宿
業
〉
に
よ
り
盲
目
と
な
っ
た
貧
女
の
発
願
の
成
就
は
薬
師
仏

へ
の
帰
依
自
体
よ
り
も
〈
至
心
の
発
願
〉
に
負
う
点
が
大
き
く
、
同
様
の
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傾
向
は
東
ア
ジ
ア
世
界
に
広
く
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
『
霊
異
記
』

の
宿
業
譚
を
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
遍
在
す
る
〈
至
心
の
発
願
〉
を
説
く
説

話
類
型
に
、
人
間
の
善
行
を
奨
励
す
る
意
義
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
評
価

す
る
。

　

第
六
章
「
宿
業
の
病
と
無
縁
の
大
悲
」
で
は
下
巻
第
三
十
四
縁
を
中
心

に
、
前
章
に
引
き
続
き
〈
宿
業
〉
の
病
を
め
ぐ
る
考
察
が
展
開
さ
れ
る
。

本
縁
に
お
い
て
、〈
宿
業
〉
に
よ
る
巨
勢
呰
女
の
「
怨
病
」
を
終
息
さ
せ

た
の
は
、
仏
に
よ
る
無
差
別
の
慈
悲
心
で
あ
る
〈
無
縁
の
大
悲
〉
と
、
真

理
を
感
得
し
得
る
仏
の
智
慧
で
あ
る
〈
無
相
の
妙
智
〉
で
あ
っ
た
。
筆
者

に
よ
る
と
、
両
者
は
行
者
忠
仙
の
呰
女
に
対
す
る
援
助
に
よ
っ
て
発
動
し

た
も
の
で
あ
り
、
呰
女
が
前
世
で
犯
し
た
（
と
考
え
ら
れ
る
）
罪
業
の
自

覚
を
通
じ
て
救
済
を
も
た
ら
す
点
に
お
い
て
、『
霊
異
記
』
に
通
底
す
る

衆
生
救
済
の
思
想
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
。

　

第
二
部
第
一
章
「
聖
徳
太
子
の
片
岡
説
話
―
―
「
出
遊
」
に
見
え
る
〈
聖

人
伝
〉
の
系
譜
―
―
」
は
、
上
巻
第
四
縁
の
聖
徳
太
子
説
話
を
通
じ
て
、

『
霊
異
記
』
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
筆
者
に
よ
る
と
、
本
縁
所

収
の
聖
徳
太
子
説
話
で
は
、『
仏
本
行
集
経
』『
釈
迦
譜
』の
出
家
譚
や『
高

僧
伝
』
の
僧
伝
か
ら
、
出
家
者
が
巡
礼
に
よ
る
神
秘
体
験
や
霊
威
あ
る
人

間
と
の
交
流
を
経
て
成
長
を
遂
げ
て
い
く
と
い
う
話
形
を
踏
襲
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
聖
徳
太
子
が
東
ア
ジ
ア
的
な
〈
聖
人
〉
た
ら
し
め
ら
れ
て
い

く
と
い
う
。

　

第
二
章「『
霊
異
記
』が
語
る
行
基
伝
―
―
聖
人
の
眼
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

は
、『
霊
異
記
』
に
お
け
る
霊
験
あ
る
存
在
と
し
て
の
行
基
像
に
つ
い
て

考
察
す
る
内
容
で
あ
る
。
中
巻
第
二
十
九
縁
・
第
三
十
縁
に
見
え
る
行
基

は
、
輪
廻
転
生
の
過
程
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
天
眼
（
明
眼
）
を
も
ち
、

個
人
に
内
在
す
る
罪
を
見
通
す
菩
薩
僧
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。『
霊

異
記
』
で
は
聖
徳
太
子
も
行
基
同
様
の
「
通
眼
」
を
有
す
る
と
見
な
さ
れ

て
い
る
が
、
と
く
に
行
基
に
お
い
て
は
天
眼
に
よ
っ
て
衆
生
一
人
ひ
と
り

に
自
己
の
罪
を
自
覚
さ
せ
、
修
善
へ
と
導
く
聖
人
像
が
描
き
出
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

第
三
章
「
行
基
詠
歌
伝
承
と
烏
の
形
象
」
は
、
信
厳
禅
師
の
死
に
際
し

て
行
基
の
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
挽
歌
を
含
む
、
中
巻
第
二
縁
を
め
ぐ
る
論
考

で
あ
る
。
行
基
の
挽
歌
に
み
え
る
「
烏
と
い
ふ
大
を
そ
鳥
」
の
語
に
は
、

信
厳
出
家
の
機
縁
と
な
っ
た
不
実
な
烏
と
、
極
楽
往
生
を
同
時
に
果
た
そ

う
と
い
う
約
束
を
違
え
た
信
厳
と
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
。
弟
子
の
早
世

を
悲
し
み
嘆
く
行
基
の
歌
に
は
、
信
厳
に
去
ら
れ
た
妻
子
の
悲
し
み
の
表

出
を
通
じ
て
、
行
基
の
有
徳
を
示
す
説
話
表
現
上
の
意
義
が
存
在
す
る
と

い
う
。

　

第
四
章
「
外
道
な
る
尼
―
―
女
人
菩
薩
説
話
の
形
成
―
―
」
は
、
下
巻

第
十
九
縁
が
題
材
と
な
る
。卵
状
の
肉
塊
か
ら
生
ま
れ
た
尼
は
の
ち
に「
舎
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利
菩
薩
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
聡
明
か
つ
篤
信
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

男
性
僧
か
ら
「
外
道
」
と
侮
蔑
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
、
尼

が
異
形
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
行
動
が
僧
尼
令
的
体
制
を
逸
脱
し

て
い
た
点
に
あ
る
と
考
え
、
聖
朝
・
日
本
国
に
お
け
る
化
主
・
菩
薩
と
し

て
、
行
基
の
対
に
な
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
説
明
す
る
。

　

終
章
「
編
者
景
戒
の
夢
見
と
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
と
の
関
係
性
」
で

は
、
下
巻
第
三
十
八
縁
に
み
え
る
景
戒
自
身
の
夢
見
体
験
に
、
罪
業
に
お

け
る
自
己
認
識
と
救
済
者
た
る
聖
人
の
姿
と
を
語
る
志
向
が
認
め
ら
れ
る

と
し
、
こ
れ
ら
の
志
向
性
に
基
づ
い
て
『
霊
異
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と

が
再
度
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
第
一
部
・
第
二
部
の
各
章
段
の
梗

概
と
結
論
と
が
再
確
認
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
圏
の
文
献
・
資
料
と

『
霊
異
記
』
と
の
さ
ら
な
る
比
較
分
析
や
儒
教
・
道
教
信
仰
の
影
響
、
仏

教
思
想
と
人
間
の
心
性
に
お
け
る
物
語
・
説
話
の
生
成
関
係
の
考
察
と

い
っ
た
今
後
の
課
題
が
示
さ
れ
、
擱
筆
さ
れ
る
。

　
　
　

三

　

仏
教
学
者
の
二
葉
憲
香
は
、「
民
族
宗
教
を
基
底
と
し
、
佛
教
に
自
然

的
自
我
の
欲
望
の
充
足
を
求
め
、
僧
尼
を
そ
の
祈
願
の
手
段
と
し
、
戒
律

を
禁
忌
と
し
て
要
求
す
る
」
律
令
的
仏
教
と
は
対
照
的
に
、
主
体
的
な
仏

教
受
容
を
行
う
「
反
律
令
仏
教
」
の
担
い
手
と
し
て
、
聖
徳
太
子
と
行
基

を
位
置
づ
け
た
。
二
葉
に
よ
る
と
、
両
者
に
共
通
す
る
「
自
己
・
我
に
関

す
る
否
定
→
主
体
的
な
自
己
展
開
→
自
己
中
心
性
の
否
定
」
と
い
う
一
連

の
仏
教
受
容
の
あ
り
方
は
時
代
・
社
会
の
直
接
的
反
映
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
普
遍
的
仏
教
を
主
体
的
に
受
容
し
た
結
果
と
し
て
の
超
歴
史
的
契
機

と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
（『
古
代
佛
教
思
想
史
研
究
―

―
日
本
古
代
に
お
け
る
律
令
佛
教
及
び
反
律
令
佛
教
の
研
究
―
―
』
永
田

文
昌
堂
、
一
九
六
二
年
）。
自
己
の
〈
否
定
〉
と
い
う
倫
理
思
想
的
側
面

か
ら
、
家
永
三
郎
や
井
上
光
貞
を
は
じ
め
日
本
史
学
者
を
中
心
に
提
唱
さ

れ
た
国
家
仏
教
論
の
相
対
化
を
試
み
た
点
に
お
い
て
、
研
究
史
上
に
お
け

る
二
葉
説
の
意
義
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
詳
細
は
、
近
藤
俊
太

郎
「
二
葉
憲
香
―
仏
教
の
立
場
に
立
つ
歴
史
学
―
（
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ

タ
ウ
編
『
戦
後
歴
史
学
と
日
本
仏
教
』
所
収
。
二
〇
一
六
年
、
法
藏
館
）

を
参
照
）。

　

筆
者
に
よ
る
と
、
聖
徳
太
子
と
行
基
は
い
ず
れ
も
『
霊
異
記
』
に
お
い

て
、
因
果
律
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
罪
業
か
ら
凡
夫
を
救
済
す

る
〈
聖
人
〉
と
し
て
機
能
す
る
。
ま
た
、
第
一
部
・
第
四
～
六
章
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
壇
越
（
下
巻
十
一
縁
）
寂
仙
（
同
第
十
六
縁
）
忠
仙
（
同

三
十
四
縁
）
も
、〈
聖
人
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
こ
そ
な
い
も
の
の
、
聖
徳

太
子
や
行
基
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
仏
教
的
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倫
理
観
に
基
づ
き
、
前
世
も
し
く
は
現
世
に
お
い
て
累
積
し
た
罪
業
の
重

さ
を
示
し
、
仏
教
倫
理
的
反
省
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
宿
業
に
起
因
す

る
悪
果
の
苦
し
み
か
ら
衆
生
を
救
済
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
聖
徳
太
子
や
行
基
を
は
じ
め
と
す
る
〈
救
済
者
〉

の
『
霊
異
記
』
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
人
間
の
愛

欲
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
の
な
い
編
纂
者
・
景
戒
自
身
の
編
纂
意
識
に

よ
っ
て
、逆
説
的
に
明
確
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。つ
ま
り
、

仏
教
的
因
果
律
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
た
各
説
話
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
自
ら
を

愛
欲
の
し
が
ら
み
に
囚
わ
れ
た
存
在
と
自
覚
す
る
景
戒
の
編
纂
意
識
を
メ

タ
レ
ベ
ル
で
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
で
は
『
霊
異
記
』
と
い
う
説

話
集
全
体
を
、「
罪
業
と
救
済
」
と
い
う
分
析
視
覚
に
基
づ
い
て
、
統
一

的
に
論
じ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
「
罪
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
人
間
の
業
を
、
編
者
（
景
戒
：
評

者
補
記
）
は
自
ら
の
内
省
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
」（
五
頁
）
と
い
う
。
慚
愧
・
戦
慄
し
な
が
ら
も
、〈
聖
人
（
的
人
物
）〉

の
逸
話
を
聚
集
す
る
景
戒
の
眼
差
し
に
寄
り
添
う
か
の
よ
う
な
こ
の
指
摘

か
ら
、
評
者
は
聖
徳
太
子
・
行
基
の
「
反
律
令
佛
教
」
と
親
鸞
の
悪
人
正

機
説
と
を
直
結
さ
せ
る
、
先
の
二
葉
説
を
連
想
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
の
『
霊
異
記
』
分
析
は
、
引
き
続
き
洗
練
・
追
究
さ
れ
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
複
数
の
論
点
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
の
問
題
意
識
の
深

化
が
望
ま
れ
る
と
い
う
の
も
、
評
者
の
偽
ら
ざ
る
印
象
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
な
ぜ
『
霊
異
記
』
は
〈
聖
人
伝
〉
を
採
り
上
げ
る
の
か
。
聖
徳
太
子

や
行
基
が
救
済
者
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
こ
と
と
、
彼
ら
の
伝
記
が
『
霊

異
記
』
に
収
録
さ
れ
る
必
然
性
と
が
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な

い
。「
善
よ
き
こ
と

を
貪ね
が

ふ
こ
と
の
至い
た
り

に
昇た

へ
ず
、
濫ら
む
う竽
の
業
を
示
さ
む
こ
と
を

慓お
そ

る
」（
上
巻
序
文
）
と
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
気
持
ち
で
『
霊
異
記
』
を

編
纂
し
た
景
戒
に
あ
っ
て
、
罪
業
の
救
済
に
直
結
す
る
内
容
の
〈
聖
人
伝
〉

を
蒐
集
し
収
録
す
る
行
為
そ
の
も
の

0

0

0

0

0

0

に
対
し
て
も
、「
救
済
の
象
徴
」
と

い
う
抽
象
的
評
価
を
超
え
た
何
ら
か
の
積
極
的
な
意
味
を
見
出
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
注
文
は
、
作
品
論
的
読
解
を
目
指
す

筆
者
に
対
す
る
「
無
い
物
ね
だ
り
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
に
よ
っ
て

提
起
さ
れ
た
貴
重
な
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な

課
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　

四

　

筆
者
は
、
終
章
に
お
い
て
「『
霊
異
記
』
は
文
学
研
究
よ
り
も

4

4

4

仏
教
学
、

思
想
史
学
、
歴
史
学
、
国
語
学
等
の
隣
接
分
野
で
研
究
が
進
展
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
（
※
傍
点
評
者
）」（
二
四
九
頁
）
と
述
べ
る
。
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果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
日
本
思
想
史
研
究
者
を
自
任
す
る
評
者
が

贔
屓
目
に
見
て
も
、
管
見
の
限
り
、
研
究
史
上
に
お
け
る
『
霊
異
記
』
研

究
を
主
導
し
て
き
た
の
は
、
や
は
り
文
学
研
究
者
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も
、『
霊
異
記
』
を
読
み
解
く
う
え
で
、
文
学
・
歴
史
・
思
想
・

語
学
…
…
と
い
っ
た
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
専
攻
区
分
自
体
が
無
用
の
長

物
で
あ
る
、
と
い
う
発
想
も
あ
り
得
よ
う
。
文
学
研
究
と
し
て
の
立
場
を

堅
持
し
つ
つ
、
仏
典
や
漢
籍
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
の
諸
文
献
の
博
捜

を
経
て
編
み
出
さ
れ
た
本
書
に
よ
り
、『
霊
異
記
』
研
究
史
に
新
た
な
潮

流
と
展
望
が
生
じ
る
こ
と
を
、
心
よ
り
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
、
評
者
の
無
知
や
誤
読
、
曲
解
に
基
づ
く
見
当
外
れ
な
指
摘
に

対
す
る
筆
者
か
ら
の
ご
海
容
を
乞
い
つ
つ
、
擱
筆
す
る
。

（
Ａ
５
判
、
二
六
七
頁
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
発
行
、
定
価

五
八
〇
〇
円
＋
税
）


